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第１部 基調講演「まちづくりはシニアパワーの地域おこしから」 
とちぎボランティアＮＰＯセンター「ぽ・ぽ・ら」所長(宇都宮大学名誉教授) 

藤本 信義 さん

「シニアパワーって何だろう」 
「パワー」という言葉には，力強さ

を感じさせるが，「シニア」の使い方

は，様々で年齢上の定義があるわけで

はない。ジュニアに比べて年長者とい

う程度であり，知見や技術が高水準

(上級)という意味も加味されている。 

 「シニアパワー」を日本語に置き換

えると「老人力」。１０年ほど前，こ

のタイトルで人気を博した赤瀬川源

平氏の著書を思い出す方も多い。 

この「老人力」がなかなかのくせ者。

「ワシはまだまだ若い者には負けな

い」と頑張る力ではない。「近頃物忘

れがひどくてね」と嘆く代わりに「い

やー忘却力がついてきたよ」と元気に

笑い飛ばす力のことと思えば，何やら

グッと気楽になれる感じがする。赤瀬

川氏曰く「年をとると頭のガードが緩

んで，『もういいや』って感じになっ

てくる。すると，むしろ吸収が良くな

り，逆に活性化する。新しいものが入

りやすくなる。」 

また，女性解放の運動家として知ら

れたベティ・フリーダン。６０歳以降，

老いの研究に没頭して「老いの泉」と

いう名著を残した。 

おもしろいね,がきっとみつかる 
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団塊の世代の定年退職が始まり，地域では，団塊の世代をはじめシニア世
代の皆さんが，これまで培ってきた知識や経験を生かした様々な地域活動が
始まっています。 

このようななか，みやシニア活動センターでは，平成２１年１１月１８日，宇都
宮市中央生涯学習センターにおいて，シニア世代の皆様を対象とした「シニア
講演会」を開催しました。 
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多くの事例調査に基づいて「人間は

６０，７０，８０歳代になっても能力

は進化する。」と彼女は断言している。 

老人力を楽しみつつ，力強いシニア

パワーに転じるきっかけは，実は身近

な地域にたくさんある。

 

「シニアパワーをまちづくりに活かすために」
身近な地域でシニアパワーを発揮

してもらうため，就業支援・ボラン

ティア活動支援のプログラムを用意

している公的機関がある。団塊世代を

はじめシニア世代は，ボランティア活

動だけでなく，仕事も続けたいと望ん

でいるからだ。他にどのような方策が

あるのか３つ挙げる。 

１つ目は，地域の得意技をもった人

を掘り起こすこと。食べ物や健康など

暮らしのベテランがいる。自然・環境

にこだわりを持つ人，趣味が高じて達

人の域にある人，世話好き，物知り，

専門技術に長けた人など人材は必ず

見つかる。 

２つ目は，ジュニアとシニアの居場

所づくりを心掛けたい。今，居場所の

１つとして「コミュニティ・カフェ」

が全国で見られるようになっている

が，世代間交流の場が身近なところに

必要だ。 

３つ目は，「冒険心をもちつづける」

という生き方。ベティ・フリーダンは

「高齢期こそ希望に満ちた未知の冒

険のとき」と言っている。赤瀬川氏も

また「冒険のない」老人を問題にして

いる。 

現役時代には疎かった地域とのつ

ながりを創り出すまちづくりも，冒険

心を充たすにふさわしい身近な探検

の場と言える。 

 
 

第２部 パネルディスカッション 「シニアパワーを生かした地域活動」
「最大の防犯対策は自己管理・自己責任」 

宇都宮駅東自主防犯パトロール隊 副隊長兼事務局長 杉本 浩亮 さん 
自分が生まれ育った宇都宮駅東地

区の犯罪が年々増加し，「何とかしよ

う」と思い，平成１３年に「駅東自

主パトロール隊」を立ち上げた。 

会員数は３３～３４名とずっと変

わらないが，立ち上げ当初は駅東の

繁華街を中心にパトロールをしてい

たが，痴漢や窃盗事件等が増えて，

活動範囲を拡大した。その結果，犯

罪件数は減り，パトロールの効果は

着実に上がっていった。 

パトロール隊の活動を通じて，定

期的な懇親会がある。会員各々が同

業者ではないので，色々な情報が飛

び交い，困った事が起きるとアドバ

イスを受けたり出来てありがたい。 

また，パトロールの効果は会員の
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健康管理にも大きな役割を果たして

くれている。パトロール時間は短い

時で約１時間，長い時で約２時間。

足腰の鍛錬やメタボ対策にもってこ

いである。 

これからも地域の安全・安心のた

めに無理のない形で息の長いパト

ロールを続けたい。
 
「まちづくりの原点はふるさとの歴史を正確に知ること」 

うつのみやシティガイド協会 会長 大貫 裕 さん 
「宇都宮の良さ」を全国に知って

もらおうと，市の観光ボランティア
ガイド養成講座修了者が集まり，「う
つのみやシティガイド協会」を平成
１８年に立ち上げた。 

子どもたちに宇都宮を自慢しても
らいたい。子どもたちが宇都宮を離
れる時，宇都宮がどんなところかを
話してもらいたい。そのためには宇
都宮を正確に知ってもらいたい。 

宇都宮市には素晴らしい歴史や文
化がある。 
今から４００年以上前，５００年

間にわたり宇都宮家が宇都宮を支配
していた。鎌倉時代には幕府の中枢
として，全国の至る所に宇都宮家が
拡がっていった。 
江戸時代には，宇都宮家が全国で有

力だったため，次第に名前は消されて
いった。当時，城を取り囲む街道筋に
は，町人文化があり，二荒山神社を中
心に祭りを開くと，各町内で競って屋
台を出し，江戸から芸人まで呼んだ。
そんななか，唯一，江戸の文化・日光
の文化である「鳶木遣り」が現在まで
約１３０年近く続いている。 
このように素晴らしい文化や歴史

が残っているのに，正確に伝えてられ
ていない。宇都宮の素晴らしい歴史を
後世に伝えたい。ぜひ，シニアの方々
にも宇都宮の歴史や文化を勉強して，
本当の姿を後世に伝えてもらいたい。 

 

「シニアと子どもの居場所は同じ目線」 
宇都宮市体育協会 会長 山野井 暉 さん 

市の体育協会のベースは地域の体育
協会であり，居場所づくりをメインに
活動すべきと考えている。 
私の住む陽光地区では，老若男女を

問わず，多くの方に参加していただく
ため，毎月第３土曜日を「陽光スポー
ツデー」とした。「自由参加で手ぶらで
どうぞ」として，ある時はウオーキン
グをして，色々な方とよもやま話をし
ながらのんびり歩く。ある時は，小学
生とお年寄りがグランドゴルフを一緒
にやると，お年寄りが子どもに親切に

教えてくれる。そこには，大人と子
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どもの交流が出来て，今まで出来な
かったあいさつが生まれる。 

また，地区の体育祭の際に，お年寄
りに町内の人と同じ弁当を食べ，競技
を応援してもらうことにした。これを
きっかけにして，近所であいさつが出
来る範囲が広まり，井戸端会議が出来
るようになった。中学生にも体育祭を
手伝ってもらう。役割を与えられ，真
剣に取組んでいる。今年は，アナウン
ス係として高校生にも声をかけた。ま

だまだ数は少ないが，地域における
子どもの居場所づくりと同時に，大
人の居場所づくりになり，まちづく
りにつながっている。 
地域のなかで出来るだけ多くの人

に参加を呼びかけるが強制はしない。
少ない人数でも行動することにより，
青少年の健全育成や，家庭の絆を強
く結びつけたり，子どもの居場所づ
くりや，私も含めてお年寄りの居場
所づくりになっている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●センター案内図 ※駐車場はございませんので公共交通機関をご利用ください。 

みやシニア活動センター 
・ 開 設 ： 月曜日～土曜日 ９:００～１８:００（日曜，祝日，年末年始は休み） 

・ 場 所 ： 宇都宮市中央１丁目１－１５ 宇都宮市総合福祉センター８階 

・ 電 話 ： ０２８－６３９－８５８５ ファクス：０２８－６３９－８５７５ 

 

東武宇都宮駅

市役所 

宇都宮市総合 
福祉センター 

県 庁

大通り 

ＦＭ栃木 

宇 都 宮 市 中 央
生 涯 学 習 セ ン
ター 

南大通り 

至 宇都宮駅 

・ 東武宇都宮駅から徒歩5分 

・ 関東・東野・ＪＲバス「県庁前」下車 徒歩5分 

・ 市内循環バス「きぶな」｢総合福祉センター」下車 

オリオン 
市民広場 

オリオン通り 

【編集後記】 
 今回，事例を発表して下さったパネラーの方たちは，生まれ育った宇都
宮をこよなく愛する心で自ずと体を動かしてしまうのでしょう。私たちは
何気なく日常生活を過ごしていますが，シニアといってもまだまだ若い。
「第２の人生を健康で心豊かに，生き生きと過ごしてみたい」と考えてい
る方，お気軽にみやシニア活動センターにお越しください。 


